家庭裁判所委員会議事概要
第１ 日時
平成２８年３月１７日（木）午後３時から午後５時まで
第２ 場所
東京家庭裁判所中会議室
第３ 出席委員（五十音順）
芦澤政治，石栗正子，折井純，各務美奈子，川原隆司，木元和子，棚村政行，
田村幸一，乃南アサ，原幹生，巻淵眞理子，三森仁，宮嶋芳弘
第４ テーマ
東京家庭裁判所庁舎の利便性について
第５ 議事
１ 新委員あいさつ（石栗委員）
２ 東京家庭裁判所庁舎の利便性について
　テーマ選択について
（委員長）

本日は，東京家庭裁判所庁舎の利便性についてということで進めさせていただきたい。当庁では平成２６年４月から庁舎の大がかりな改修工事を行っており間もなく全ての工事が完了となる見込みとなっている。そこで，本日は庁舎の利便性というテーマで，改修後の施設あるいは案内表示などについて御意見を伺わせていただきたい。
　家庭裁判所による説明

（説明者）
これから東京家庭裁判所庁舎の状況，改修工事の内容，結果，そして当事者への案内の状況について，順に御説明します。

説明に入る前に，まず裁判所の組織について御説明します。

家庭裁判所の組織は，家事事件と人事訴訟を担当する家事部，少年事件を担当する少年部，そして総務，人事，会計といった庶務的業務を担当する事務局の３部門に分かれています。
そして，施設も調停を行う調停室，審判を行う審判廷，人事訴訟を行う法廷などの事件関係室と，職員が執務を行う執務室に分かれています。

当庁の庁舎は，北に法務省，西に東京高等，地方裁判所，南に弁護士会館に囲まれた立地となっております。この庁舎は，平成６年の完成で，鉄骨・鉄筋コンクリート造り地上２０階，地下３階建て，延べ床面積は３万８８２０平方メートルとなっております。

当庁は，平成６年に庁舎新営となりましたが，その当時は，家事部が１階の一部と１３階から１７階の５つのフロア，合計で５フロアと少しを使用し，少年部は２階と９階から１２階の５フロアを使用していました。少年部が２階とそれ以外に大きく分かれていたのは，少年部では，道路交通法違反や自動車やバイクの運転による過失傷害の少年に対して交通講習を行っておりますが，平成６年当時は，一回の講習で少年と保護者を合わせて７０名くらいの人数を呼び出しており，また，一週間に複数回の交通講習を行っていました。大勢の来庁者が一度にエレベーターに集中すると混雑を招きますし，少年たちのプライバシーにも配慮する必要があります。そこで，少年交通講習室を２階に設け，他の来庁者とフロアや動線を分け，混乱を避けるという発想であったと思われます。当庁の１階ロビーには２階への上り専用のエスカレーターが設置されておりますが，これも一度に集中する交通講習の来庁者を，エレベーターを使用する必要なく２階に案内するために設けられたものです。

なお，今御説明差し上げた少年部の２階フロアと９階以上のフロアとの間には簡易裁判所が入っております。これは当庁の庁舎新営と同時期に東京２３区内の簡易裁判所の集約が行われ，一気に規模が拡大した東京簡易裁判所の民事部門が同時に入居したものであり，以来，現在に至るまで１階の一部と３階から８階までのフロアは，東京家裁が管理していないエリアとなっております。
ただ今，当庁の庁舎の完成は平成６年と申し上げましたが，その後の約２０年，東京家庭裁判所はさまざまな制度変更があいまって激動の時代です。
まず，平成１０年には遺産分割事件の集中処理を進めるため，１２階の少年部エリアに家事第５部という遺産分割専門部を設置しました。

また，平成１２年には成年後見制度が施行されましたが，調査官との連携処理と増加しつつある成年後見事件の集中処理のため，平成１５年に，１３階の家事第１調査官室を１２階に移し，残りのスペースを使って１３階に後見センターを設置しました。この後見センターの設置により，成年後見制度に関する手続を全てこの後見センターの中だけで対応できるようになり，関係者の利便性は高くなりました。

続いて平成１６年には，それまで離婚の調停を家庭裁判所で行い，調停が成立しなかった場合には地裁で人事訴訟を行うこととなっていたものを，一貫して家庭裁判所で解決できるようにするため，人事訴訟の管轄が家裁に移されました。これにより，家庭裁判所に新たに訴訟手続を担当する部署と法廷が必要となり，９階に家事第６部を設置し，それまで１つだった９階の法廷に加え，１２階に３つの法廷を新たに設置しました。

さらに，平成２０年には被害者等による審判傍聴等を定めた少年法改正がありました。このため，これまで非公開であった少年審判廷に被害者等の傍聴できるスペースを設ける必要などが生じ，当時２階にあった審判廷を改修するとともに，窓がある面接室を被害者等用面接室に改修しました。

そして，平成２５年には家事事件の手続を国民に利用しやすく，現代社会に適合した内容とすることを目的とした家事事件手続法の施行がありました。

この他，平成２５年には，一方の親が子を外国に連れ去った場合に，元の国に返還する手続を定めたハーグ条約の批准，２６年にはハーグ条約実施法の施行がありました。子の返還請求事件は，東京家庭裁判所と大阪家庭裁判所の管轄とされておりますが，子の返還決定手続はハーグ条約上，迅速処理が求められており，申立てから２週間以内に期日を開き，６週間以内に手続を終了する運用からすると，既存の審判廷や調停室を利用することは困難であり，また集中審理の必要性から一期日の開廷時間も長くなりがちであることから，同時に複数の同種事件が係属した場合に備え，専用の審判廷，調停室が必要となります。

以上のようなさまざまな法改正等への対応により，当初少年部エリアだった９階，１０階，１１階にはそれぞれ家事部の事件関係室，執務室が設けられ，１２階はフロアの全てが家事部のエリアとなりましたが，そもそも，家事部と少年部とでは基本的に職務の関連性はなく，それぞれの事件関係室等が入り乱れた配置は来庁者には分かりにくい上，職員にとっても不便であり早急な改善が必要となっていました。

このほかにも家事事件の増加に伴い，調停室等の事件関係室が不足し，また，事件増に対応するために配置された職員執務室は狭隘となり事件記録の保管場所の不足なども大きな問題となってきました。そこで，ハーグ条約への対応が必要となった平成２６年以降，大規模な庁舎改修を実施し，これらの問題の解決を図ることとなりました。
それでは，これから今回行いました庁舎改修のコンセプトと，その結果について御説明します。

庁舎改修のコンセプトは，大きく４つに分類することができます。
まず第一に，事件増，職員増に伴う執務室等の狭隘等の解消です。御説明しましたとおり，成年後見事件や人事訴訟事件，ハーグ条約関係事件など，この２０年，家庭裁判所の求められる役割，分野は，大きく拡大しました。
家事事件は，調停事件及び審判事件の増加等により，この２０年で２倍以上の増加となっています。一方，少年事件は，少子化等の影響により減少を続けています。事件処理の合理化を図っているとはいえ，役割が増え，事件が増加すれば職員が増加し，執務室は狭くなりますし，記録庫も不足します。特に後見関係事件は，新たに申立てられる事件の増加だけでなく，長期間係属することが多いという事件の特殊性から，裁判所に係属する事件の数が著しく増加しております。そこで，当庁２階を改修し，職員や事件数の増加により狭隘となっていた後見センターを配置しました。後見センターは１３階にありましたが，職員の増加により狭隘となっていた外，後見事件を担当する調査官の執務室が別フロアにあったため連絡が取りにくく，記録庫も狭く，複数の箇所で分散保管するなど記録の保管にも苦労していました。そこで，比較的余裕のできた少年関係室を集約化して交通講習室，集団面接室を９階に移すなどして，後見センターを拡大することとしました。

今回の改修により，後見センターでは，執務室が広くなり，担当調査官も一室で執務することができるようになりました。また，２階に大きな記録庫も設置され，当面は記録の保管場所の心配がなくなり，効率的な事務処理ができるようになりました。

続きまして，コンセプトの２つ目，事件関係室の不足の解消です。

事件が増えれば当事者，来庁者が増えますので，事件処理に必要な事件関係室，つまり調停室，面接室，法廷などが不足します。当庁は平成２５年の時点で調停室が７９室ございましたが，事件増からくる調停室の不足で，調停期日がなかなか指定できない状態となり，やむなく隣の地方裁判所庁舎の一部を調停室として借用していた時期があります。
しかし，調停室と執務室が離れていると，裁判官，調停委員の移動など，さまざまな不都合があり，調停の円滑な進行の妨げとなっていました。また，調査などで使う面接室の不足も同様です。したがって，これら事件関係室の不足の解消も緊急の課題でした。

そこで，２階の後見センターの設置に併せ，交通講習室，交通講習調査室を９階等に移転し，２階に新たに面接室を８つ設置いたしました。また，１３階にあった後見事件記録庫の跡地を利用して，人事訴訟用の法廷を１つ追加することもできました。さらに，１４階では，改修前にあった調停室や参与員室，倉庫を集約，整理などして，そこに９階にありました人事訴訟用の法廷を移設し，また中央部分に調停室を３つ並べて配置いたしました。この他，１８階では入札室や倉庫を転用し，調停室を６室，待合室を２室設置いたしました。
このように，事件関係室の数はフロアにより増減がありますが，庁全体としては今回の改修により調停室が８室，面接室が５室，法廷が１室増加いたしました。

続きまして，コンセプトの３番目，家事部及び少年部関係室の集約です。これは先ほど申し上げました家事部と少年部の執務室が入り乱れた状態の解消ということになります。

平成６年の庁舎新営時には家事部と少年部のフロアが分かれ，来庁者にも職員にも便利で機能的な配置となっていましたが，その後の制度変更等により，平成２６年には９階から１１階で家事部と少年部が混在する状況になり，その余の執務室も場所の確保を優先した利便性，効率性の悪い，当事者のプライバシーの確保もままならない状態となっていたため，このような状態の改善も改修の大きな目的でした。

９階では，家事第６部関係室が後見センターの抜けた１３階に移転し，そこに２階にあった交通講習室，集団面接室などを設置しました。交通講習室が２階から９階に移ると，交通講習に呼ばれた少年たちに９階に上がってもらうことになりますが，近年では交通講習の回数も呼び出される少年の数も減っていますし，何より交通講習を行うフロアが少年部専用となり，このフロアで家事関係の当事者と顔を合わすことがなくなりますので，プライバシー保護の観点からも優れたものとなっています。また，１０階では少年第１部を１１階の少年第２部と，少年第４部を９階の訟廷事務室と同室化，一室化させることにより生まれたスペースと，２階に下りた後見係調査官室の跡地を利用し，少年関係の職員の執務室を集約して配置することができました。
さらに，人事訴訟を扱う家事６部については，１３階では２階に下りた後見センターの跡地に９階にありました家事第６部関係の執務室を移転させ，かつては執務室は９階，法廷は９階と１２階という状態だったのが，執務室は１３階，法廷はそれを挟んで１２階から１４階と，近接したエリアに関係室を集約することができました。

最後に，コンセプトの４番目，ハーグ事件関係室の新規整備です。

先ほど申し上げましたようにハーグ事件，特に子の返還請求事件は，集中審理，迅速審理が求められますので，既存の調停室，審判廷とは別に専用の審判廷，調停室が複数必要となります。そこで，今回の改修工事により後見センター等が移転した２階に，ハーグ事件専用の審判廷，調停室，待合室をそれぞれ２室整備しました。組織的には，ハーグ関係事件と後見関係事件は同じ家事第１部で担当しており，家事第１部関係の執務室がほぼ全て２階に集約されたことになります。
以上の改修により，１階の一部と２階，１２階から１７階及び１８階の一部を家事部が，そして９階から１１階を少年部が使用し，改修前の家事部，少年部が入り乱れた配置が解消されております。また，調停室を初めとする事件関係室が増加したり，執務室，記録庫の狭隘も改善したりと，大きな成果が上がっております。

それでは，このような改修を行った当庁が，来庁者の利便性の観点からはどうなっているかについて御説明したいと思います。
まず，家事部関係ですが，家事部で取り扱う事件は調停，審判，人事訴訟に大別されますが，いずれの事件も，申立後の審理等は，調停室，審判廷，調査室又は法廷で行われます。そして，一旦事件が係属すると，その来庁者，当事者には，基本的にその場で，次の期日の時間と場所が告知されます。

そのため，来庁者に分かりやすい案内とは，まず事件が係属する前の段階，来庁者が初めて裁判所にお越しになり，事件の申立てをしたり手続の案内を受けたりする場合に，どこへ行けばよいのかがすぐ分かること，そして，次に，行き先は告げられたが具体的な場所を知らない事件当事者が，呼出しを受けた場所にすぐにたどり着けるようになっているかの２つが重要と考えてよいと思います。

まず，事件の申立てや手続の案内を受ける場合について見てみます。

当庁で申し立てられる家事関係の手続は，通常の家事事件，人事訴訟事件，遺産分割事件，後見関係事件，ハーグ条約関係事件に大別されます。このうち，通常の家事事件，人事訴訟事件，遺産分割事件については１階の家事手続案内室で申立書の作成や手続の説明を行い，通常の家事事件と人事訴訟事件については，すぐ隣にあります家事事件受付で事件の受付も行っています。遺産分割関係事件については，手続の案内は１階の家事手続案内室で行い，事件の受付は１２階の家事第５部で行っています。この他，後見関係事件及びハーグ条約関係事件は手続案内も含め，２階のそれぞれの担当部署が直接受付を行います。これは，それぞれの事件の専門性が高く，それぞれの事件の担当者が直接受付を行ったほうが正確性，迅速性に優れているからです。

以上のことから，初めて当庁に来られる方，手続の申立て等をなさりたい方には，申し立てる事件の種類に応じた適切な案内がされることが必要となります。

まず，新たに通常の家事事件，人事訴訟事件，遺産分割事件の申立てや手続案内を受ける方への案内です。当庁１階には，１階の平面図と庁舎全体の階割図が掲示されています。この案内図は，基本的に家裁を黄色，簡裁を青色，地裁を緑色と色分けがされています。
さて，当庁には１階に東西の玄関，地下１階に高等裁判所，地方裁判所との間の連絡通路，合わせて３つの出入り口がありますが，一般の来庁者は，そのほとんどが１階東側の日比谷側玄関から入庁されます。そこで日比谷側玄関からの入庁に当たっての案内ですが，当庁では１階玄関でＸ線検査装置を用いた所持品検査等を実施しています。職員や弁護士の方などを除き，一般の来庁者にはこの検査を受けていただいているため，一般の来庁者が所持品検査を終え，荷物を受け取る場所の目の前に，階段及びエレベーターの方向を示すサインがありますので，目的のフロアがはっきりされている方は，そのままエレベーターホールにお向かいいただけますし，行き先がはっきりしない方にはすぐ目の前に総合案内があり，守衛が終日丁寧な御案内を差し上げています。

また，その先は家事事件，家事手続案内室と家事事件受付の入り口となっており，ここには事件の種類に応じた窓口を記載した詳細な案内が設置されています。

次に，後見関係事件，ハーグ条約関係事件について，手続案内や申立てをなさりたい方への案内です。

後見関係事件及びハーグ条約関係事件の手続案内及び受付は，２階の書記官室で行っています。この２階の執務室は，今回の改修で執務室が１３階から２階に移転しましたので，その旨の臨時の案内が複数掲示してあります。

これらの手続案内，事件受付に向かわれる方についての案内の他，１階のフロアにはエレベーターホールへの案内が５か所あります。
続いてエレベーターホールですが，当庁には，来庁者用として７台のエレベーターが設置されており，８階までの低層用が３台，１９階まで上がる高層階用が４台となっております。この７台のエレベーターのうち，２階に停まるのは２台だけとなっております。このため，２階に御用のある来庁者が誤って２階に停まらないエレベーターに乗らないよう，エレベーターホールには複数のサインがあります。
初めて当庁にお越しになる来庁者の方々への案内は，以上のようになっています。
引き続いて，裁判所からの呼出しを受けて来庁される方への案内について御説明いたします。
受付が終わると裁判所は当事者の方に，裁判所へお越しいただく日を定め，後日，郵便にて呼出しを行います。その通知にはお越しいただきたい場所と時刻が記載されています。
調停室，審判廷，調査室，法廷には，第１調停室，第２審判廷というように，全て固有の番号が付してあり，同じ番号の調停室，審判廷が２つ存在しないようになっています。また，呼出状には室名とともに階数も表示されており，呼出状には，「○月○日○時に，東京家庭裁判所本庁１３階の○○待合室，○○書記官室にお越しください。」などと記載されていますのでこの記載をつてに目的の場所をお探しいただくことになります。

お越しいただいた当事者は，真っすぐエレベーターホールに向かわれたり，あるいは総合案内，階割図を利用されたりして目的の階に移動されます。エレベーターの全ての庫内には，左右に階割図が掲示されており，各階のエレベーターを降りたホール正面には平面図及びそのフロアの階割図が掲示されていますので，当事者の方にはそれを御覧いただき目的の場所に移動していただくことになります。
次に，少年事件関係です。

少年事件関係は家事事件と異なり，一般の方が事件の申立てをすることはありません。非行や交通違反をして，本人や家族が調査のため裁判所に呼び出されたり，犯罪の被害に遭われた方が少年審判を傍聴等されるために，裁判所からの連絡を受けて来庁したりすることになります。

いずれの場合も場所と時間が指定されていますので，家事事件において裁判所からの呼出しを受けた方々の場合と同様，呼出状，通知などの記載をつてに目的の場所をお探しいただくことになります。
当庁における来庁者の方々へのサイン，案内の状況はおおむね以上のとおりです。

続きまして，当庁の利便性について，当庁で考えております問題点について御説明いたします。

当庁としましては，大きく２つの問題点があると考えております。１つは２階へのアクセスと，もう一つはサインの分かりやすさです。

まず，２階へのアクセスについて御説明します。

現在，１階から２階へ上がるための手段は，総合案内の向かいにある階段，と２か所の非常階段，それと２階に止まる２台のエレベーターということになります。１階ロビーには中央にある階段と並行して，２階に上がるエスカレーターが設置されていますが，地球温暖化対策と東日本大震災を受けた節電の目的から，この改修までは交通講習などにより２階に多くの来庁者が見込まれる時間帯に限って運行を行う扱いとなっています。

２階に停まる２台のエレベーターも混雑時にはかなりお待たせすることになりますし，後見センターにお越しになる当事者は高齢の方が多く，階段でお上がりいただくのも申し訳ない思いです。

それなら，エスカレーターを動かせばよいのではないかということになりますが，終日稼働させておくほど後見センターへの来庁者が多いわけではなく，誰も乗っていないエスカレーターを動かし続けていると，逆に無駄ではないかということも考えなくてはなりません。また，エスカレーターで２階に上っていただいても，エスカレーターは１基しか設置されていないため，結局，お帰りになる際には階段又はエレベーターを御利用いただくことになります。

さまざまな工夫をして利便性の向上に努めてまいりましたが，このような事情があり，２階へのアクセスについてはいまだ課題として残っております。

もう一つの問題点はサインの分かりやすさです。

先ほど，手続によって受付の場所が分かれていることを御説明しましたが，もともと家庭裁判所は地方裁判所に比べて手続の種類が多く，また代理人を付けずに本人が申し立てる事件が多いという実情にあります。加えて，当庁は，庁舎の一部を地裁が管理，使用していること，また庁舎改修による執務室の移転等があったことから，各部署の場所等について，分かりやすく案内するサインが求められます。

当庁では大規模な庁舎改修が終わり，当面は執務室等の移転予定もないので，この時点でもう一度，来庁者の利便性向上につながるサインについて検討してみたいと思っています。

　庁舎見学
　意見交換

（委員）

庁舎に入ったとき，天井近くに出ている大きな黄色と青の案内がすごく分かりやすいと思います。ただ，もう少し見やすい位置にあるとよいのではないでしょうか。また２階の階段ですが，階段自体がすごく洒落たデザインなので，反対に見過ごしてしまいがちになるのではないでしょうか。ですから２階だけは，病院などにある床のテープで案内をするというようなものがあると分かりやすいのではないでしょうか。

（説明者）

まず１つ目の黄色と青の表示は確かに大きくて目立ちますが，玄関の方を向いていないために，庁舎に入ってすぐには見えない位置関係になります。これについては，玄関から見えるような位置にすることも検討していきたいと思います。

それから，階段の点につきましては，当庁は日比谷側ではなく，地方裁判所側が正面玄関という位置付けとなっております。そこで，エスカレーターも階段も正面から上りやすい向きとなっております。ただ，今の実情からすると利用者の方には不便だと思いますので，２階だけを特化した案内をすることの是非は検討する必要がありますが，その分かりにくさ等については今後見直していきたいと思っております。
（委員）

１階ロビーにある，各階の案内が書かれているパネルについて，私が素人目で見たときにはどちらに行っていいのかさっぱり分からないだろうなと思いました。かなり細かく書いてあるんですけれども，逆に１つの情報に入れ込むにしては多過ぎるのかなというふうに思いまして，もう少し割り振るというか，１歩進んでから次にこうなるみたいにステップを踏まないと分からないのかなというふうに思いました。また，文字が黄色であるのは薄く，白のパネルに文字が溶け込んでしまっていて，読みにくいのではないかなと思いました。
（説明者）

パネルに情報が多過ぎる点につきましては，おっしゃるとおりだと思います。家庭裁判所は，手続や部署が多いので，それをどのようにしたら分かりやすいかというところは，日頃からも考えているところですけれども，御意見を踏まえて見直したいと思います。また，黄色の色についても正にそうだと思います。実は新営当時から家裁を黄色というのがコンセプトカラーであったためこのようになっておりますが，こちらの見直しも検討していきたいと思います。
（委員）
今の御意見に私も賛成で，やはり１つの表示に情報が多過ぎるなと思います。また，総合受付というのは，普通は来訪者がまず行くところなので，そこに何でも振り分ける機能の方がいらっしゃれば，自分が家事なのか少年なのか分からないという黄色か青かも分からない段階で来る方も含めて，振り分けできるのではないかと思いますが，実際，今は警備の観点での対応をする場所というふうに位置付けられているようなので，総合受付としての意味が余りないのかなというふうには感じました。
また，２階に行くアクセスの関係では，エスカレーターが動いていなかったのですが，人が近づけば動くというような形で節電もしつつ使えるようにすることはできないのでしょうか。止まったままというのはもったいないと思いました。
（説明者）

１つ目の総合受付につきましては，私どもも活用できればと思っております。本来であれば玄関から入ったら，壁を背中にして正面に受付があるという形が分かりやすいと思っていますが，庁舎の構造上，１階は東西両側に玄関がある形にもなっておりますので，どうしても総合案内が横向きになってしまいます。確かにせっかく総合案内を設けておりますので，そこの活用については，またいろいろ内部でも検討していきたいと思います。

それからエスカレーターの件につきましては，内部でも検討したことがありますが，人感センサーについては，上り口から少し離れたところにセンサーを設置する必要があるのですが，当庁ではそのスペースがないため設置できないという状況です。エスカレーターの効率的な使用方法については今後も検討していきたいと考えて降ります。
（委員）

病院にやっぱり似ているなと思いました。病院の検査室や，検査を待っている待合室など，一言で言ってしまえば非常に無機的なところが多くなると思いますが，特に大きい病院の場合は，総合受付であなたは赤い線に沿って行ってください，青い線に沿って行ってくださいというのを，床にテープなどを貼るのが見にくい場合は，プリントした紙に書いてあるものを渡してくれます。そのような物を準備すればよいのではないでしょうか。
また，利用者のために親切にしようと思う余り，文字が氾濫していたり，大体裁判所に来る人は余り明るい気分ではないことが多いと思いますので，エレベーターが２階に止まりますという表示が余りに上の方に貼ってあっても見にくいと思います。どちらかというと目線より下のほうが見やすいと思うので，２階に止まることに気がつくのは，ちょっと大変かなという気もいたしました。
親切があだになる場合もあるので，なるべく色分けであったり，無言で誘導できるような工夫があってもいいのかなと思いました。

（説明者）

まず，病院に似ているとおっしゃられた御意見，確かにそのとおりかと思います。多くの方が喜んでお越しになる方はいらっしゃらないのでというのもそのとおりかと思います。床に色分けをするというのは，職員の中でもそういうアイデアを出す者もおり，実際に実施している裁判所もあります。ただそれは規模の小さな支部などでは可能ですが，当庁は，家裁だけでも家事，少年があり，家事は更に様々な手続きに分かれ，その外に簡裁と地裁も入っています。そうなると，かなりの数に分けなくてはならなくなってしまうため，代表的な手続きに限定する，あるいは似たような種類ごとに分けるというような点も含め，今後検討していきたいと思います。
（委員）

今後の課題ということで，１つは渉外関係の事件が増えているので英文表記の必要性が出てくると思います。２階のハーグの審判廷となどには英文表記がありますが，家裁の全般について，スペースの問題もありますが，訟廷のセクションや審判のセクションであるとかの表示の必要があると思います。
それから，総合案内や受付について，シンガポール，香港，韓国の家庭法院や家庭裁判所だと，デジタル化やＩＴ化が本当に進んでいて，ワンストップで行き先が分かるようになっていたりします。
（説明者）

英文表記の関係については，確かに御指摘のとおりであるとお話を聞いて感じました。確かにハーグの関係では一定の表示がされていますが，それ以外にはほとんどしていないといってもいい状況にありますので，今後なるべく可能な範囲で表示していきたいと思います。
またワンストップの点もそのとおりで，御意見を受け，今後更に検討していきたいと思います。

（委員）

書類を届けに地裁や家裁に行くときなど，家裁で迷っていると，職員の方がすぐに声をかけてくださいます。表示やいろいろなものがありますけれども，引き続きそういう形で，気が付いたときに職員の方が声を掛けてくださるという風土というか，そういう雰囲気が続けばいいなと思っております。
３　次回予定

平成２８年７月８日（金）午後３時３０分
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